
専攻  管理栄養士専攻 

 

所感 

2020 年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、前期は全てオンラインから一部対面のハイブリッド、試

験は郵送による自宅受験。後期は実験実習、国試対策 4 年生は対面、講義はオンライン、試験は対面と目まぐるし

い 1 年であった。今まで講義は板書での実施であったが、今年度からパワーポイントに音声を録音するオンデマン

ドで実施を行った。繰り返し受講できるため復習や理解を深めることができるので良いという意見もあるが、何処

まで理解してくれているかは手探り状態である。1 年生にとっては後期の試験が、入学して初めての本格的な試験

となるため、修得度が確認できると考えている。2021 年度もハイブリッド型が予想されるため、試験の結果を受

けて、オンライン講義の方法や資料提供など、多くのブラッシュアップが必要になると考えている。 

 

氏名 山内 理充 

家政学部家政学科の教育目標は、本学の教育目標と教育方針の下、「真心・努力・奉仕・感謝」の四大精神の実践を通して社会的に自立して生きていく上で必要

な①スキル・リテラシー・教養等に関する一般的知識・技能と②家政に関する専門的知識・技能と③建学の精神・社会人基礎力・pisa型学力を統合的に身に付け、

社会に出てからは、これらの知識・技能をベースに生涯学習社会の中で自己の潜在能力をさらに開発しながら、職場と地域の課題解決に貢献できる人材を育成する

ことである。 

イ 家政学専攻の教育目標は、家政学部の教育目標の下、これからの社会の新しいライフスタイルのデザインを提案することによって、人々の日常生活を衣・食・

住の面から支援することのできる人材を育成することである。 

ロ 管理栄養士専攻の教育目標は、家政学部の教育目標の下、管理栄養士の資格を生かして、チーム医療、健康増進・疾病予防、食育・栄養指導又は健康をテーマ

にした食品の研究・開発等で活躍することによって、人々の日常生活を健康の面から支援することのできる人材を育成することである。 

ハ こどもの生活専攻の教育目標は、家政学部の教育目標の下、保育士・幼稚園教諭・小学校教諭の資格を生かして、こどもたちの学力および社会性・社会力の基

礎・基本を育てることによって、人々の日常生活を子育ての面から支援することができる人材を育成することである。 

１ 教育の責任 

 私は、管理栄養士専攻において、生化学の講義・実験、今年度のみ、解剖生理
学実習Ⅰも担当、管理栄養士特論他を担当している。生化学は管理栄養士に必要
な生体内での化学反応を理解するうえで重要であり、管理栄養士国家試験科目で
ある。講義内容の実験を通して、記憶の定着となるように目指している。また、
生化学の知識を元に管理栄養士国家試験対策の管理栄養士特論Ⅰ、Ⅱ（3年生）、
Ⅲ～Ⅸ（4 年生）で発展させるようにしている。解剖生理学実習Ⅰも、人体の構
造と機能分野の基礎となるものであり、実習を通して講義内容の定着を目指して
いる。 
 生化学は、本学学生にとって苦手な科目であり、理解して記憶する事に苦労す
る者が多いようである。また、生化学Ⅱでは、臨床検査技師の立場から、管理栄
養士として必要な臨床検査データと疾患の関連性についても教授を行っており、
社会に出て必要な医療センスを少しでも磨けるように心掛けている。 
 これらの講義・実験を通して、社会人基礎力の育成も同時に行っており、社会
で通用する学生の育成を目指している。 
                                                                         

科目名 専攻 開講期 受講者数 備考 

生化学Ⅰ 管理栄養士 1 年前期 80（再履修含む） 管栄必修 

生化学Ⅱ 管理栄養士 1 年後期 80（再履修含む） 管栄必修 

解剖生理学実習Ⅰ 管理栄養士 1 年後期 70（再履修含む） 管栄必修 

生化学実験Ⅱ 管理栄養士 2 年前期 48 管栄必修 

管栄特論ⅠⅡ 管理栄養士 3 年後期 80 オムニバス 

管栄特論Ⅲ-Ⅸ 管理栄養士 4 年前・後期 74 オムニバス 

他 4 科目     
 

２ 教育の理念と目的 

 管理栄養士専攻の学生は、真面目な者が多く、与えられた課題や PCR シートの記入はしっかりと実施できている。しかし、これらをしっかりと自分のものに出

来ていないようであると感じられる。そのため、私は、学生が今後向き合う色々な場面において、社会人基礎力を発揮して、また pisa 型学力を活用して課題を発

見して解決でき、レジリエンスを備え、周囲の人々に感謝の気持ちを忘れないような学生を育成したいと考えている。 

３ 教育方法 

 全ての講義を板書形式からパワーポイントに音声をいれたオンデマンド形式に変更した。しかし、事前に配布する PCR シート（資料 1）を用いて、予習・本時・

復習を行い、提出されたシートを元に社会人基礎力 7 つの能力要素の評価は継続して実施している。また、単元終了後に実施していた小テストはオンライン形式で

は難しいため、国家試験形式の問題を用いているが、オンラインでは実力測るのは疑問が残るため、別の方法を思案中である。実験においても同様の PCR シート

を使用しているが、実験では予習において、実験プロトコルが重要となるため、シートとは別に作成するように指導している。実験終了後、次回までに実験レポー

ト（成績の 30％）の提出を義務付けている。実験でも、講義同様に社会人基礎力 7 つの能力要素について評価を行っている。 

４ 授業改善の活動 

 講義については、オンラインでの実施により、板書形式からパワーポイントに音声入れるオンデマンド方式に変更した。昨年、課題としていた学生用ネットワー

クの利用状況の把握が出来ていない問題は、グーグルクラスルームにて課題形式での提供を行うことで解決されたが、主体性をもって学修に望むという考えでは、

依然として課題が残っている。また、単元終了後に実施を考えていた小テストもオンラインでは修得度をみることが難しいため、これについても別の方法を考える

必要がある。 

 実験については、班（グループ）単位での実施であるため、構成メンバーによっては進行状況に差ができてしまうため、その場合には、随時サポートを行ってい

る。また、試薬調製時に行うモル濃度、重量・容量％、希釈率などを用いて、計算能力の低い学生の指導に力を入れている。 

 今年度担当した解剖生理学実習では、基礎学力の計算分野について充分な対応をすることが出来なかった。その代わりに、15 週のうち実習内容について、班単

位で 2 回、パワーポイントを用いてプレゼンテーションとディスカッションを行った。 

５ 学生の授業評価 

 2020 年度前期の授業評価アンケートでは、生化学Ⅰについては、教員項目全て平均を上回る評価を頂いたが、学生の予習・復習項目で平均を下回ったものがあ

った。PCR シートの予習・復習項目を拡充する必要があると考えられる。生化学実験Ⅱについては、全ての項目で平均を上回る評価であった。実験のプロトコル

作成の予習、復習でのレポート作成など充分なものであったと考える。後期は解剖生理学実習Ⅰについては、平均を上回る評価であったが、生化学Ⅱについては、

三大栄養素の代謝という内容からなのか、理解度に関して平均を下回っていた。オンラインでの実施であったということを差し引いても、理解および記憶の定着を

確実なものとする方法を考えて行く必要がある。 

６ 学生の学修成果 

 講義については、PCR シートの記入はしっかりと行う事ができている。しかし、シート記入は◎の学生が、小テスト及び本試験で合格ラインの 60 点を取ること

が出来ないのは何故だろうか？シート記入が作業になっており、「内容を理解して記憶する」という最も重要な事が疎かになっているのではないか？また、全てを

記憶しようという意識が低く「これぐらいで大丈夫」という個人の「変な線引き」があると感じられる。 

７ 授業科目に関連した教材開発 



愛知学泉大学ティーチングポートフォリオ 

 講義については、グーグルクラスルームにオンデマンドファイル、音声なしのパワーポイントファイル、音声のみのファイル、復習の国家試験形式問題をその他、

生化学のまとめ、生理学のまとめを公開。 

国家試験対策については、人体の構造と機能及び疾病の成り立ちの国家試験問題（第 19 回から 34 回）を管理栄養士国家試験ガイドラインに従って項目別に分類

した「人体のシャッフル 483 問」及び解答を b-14 山内研究室およびクラスルームで公開している。現在、この膨大な問題に対する解説の作成を準備している。 

また、独自に作成した人体の基礎〇×問題、人体の基礎問題（ ）入れ、人体予想問題も公開している。 

実験については、各実験の試薬調製方法、実験実施マニュアルを独自に作成して配布している。 

８ 指導力向上のための取り組み 

1．愛知学泉大学が主催する FD 研修会に参加して、教育に関する課題を発見している。 

2．学部内の他の講義を参観して、自分の講義改善の参考としている。 

3．学修アプリやインターネットで色々な講義を見てヒントを得ている。 

4．演劇などの舞台をみて、発声や間の取り方を参考にしている。 

９ 今後の目標 

 講義については、予習・本時・復習を通して生化学の基礎的知識を身につけて、2 年生以降の専門科目に対応して、国家試験対策につなげて行ける講義を提供す

る。活気のある興味がそそられるような講義を展開していきたい。 

 実験については、グループで共同してひとつの事を成し遂げることは、社会に出てからも管理栄養士という職業は、チームで仕事を行う職業であるため、社会人

基礎力の 12 の要素が発揮できるように指導を行いたい。 

 私の講義・実験を受講して良かったと思えるようなものを提供したい。 

10 添付資料 

添付資料 1：PCR シート、添付資料 2：生化学小テスト・解答、添付資料 3：2019 年後期授業評価アンケート 


